
いわて三陸復興見学会 
沿岸被災地の復興の現場をバスで巡る見学会を全３コース開催します！ 

 

 

 
 

【申込方法】      ♪♪♪裏面の参加申込書をぜひご利用ください♪♪♪ 

 

 はがき/封書 〒０２６－００４３ 岩手県釜石市新町６－５０ 沿岸広域振興局 経営企画部 復興推進課 

 Ｆ Ａ Ｘ ０１９３－２３－３４７２ 

 Ｅメール bi0001＠pref.iwate.jp 

 

 

 お問合せ先 ０１９３－２７－５５２１（電話でのお問合せは平日 8:30 から 17:15 まで） 

 

 

岩手県沿岸広域振興局 

気仙コース １１月１日（金）
【集合場所・時間】

盛岡駅西口バスターミナル 7:45集合 （ 8:00出発 ⇒19:50解散）
大船渡地区合同庁舎 10:20集合 （10:25出発 ⇒17:00解散）
陸前高田市コミュニティホール 10:45集合 （10:50出発 ⇒17:25解散）

【見学先】
●高田松原津波復興祈念公園（※）
●陸前高田市の復興まちづくり（アバッセたかた周辺など）
●大船渡駅周辺の復興まちづくり（キャッセン大船渡など）

山田コース １１月９日（土）
【集合場所・時間】

盛岡駅西口バスターミナル 8:15集合 （ 8:30出発 ⇒18:00解散）
【見学先】

●山田町津波復興拠点整備事業　公共防災エリア（県立病院、消防署など）
●山田町津波復興拠点整備事業　中心市街地エリア（陸中山田駅周辺）
●高田松原津波復興祈念公園（※）

釜石コース １１月１０日（日）
【集合場所・時間】

盛岡駅西口バスターミナル 7:30集合 （ 7:40出発 ⇒18:30解散）
釜石地区合同庁舎 9:30集合 （ 9:35出発 ⇒16:45解散）

【見学先】
●釜石鵜住居復興スタジアム
●うのすまい・トモス（鵜住居駅周辺の震災津波伝承施設、産直施設など）
●高田松原津波復興祈念公園（※）
●三陸鉄道　震災学習列車（貸切レトロ車両に乗車）

氏名
はがき 住所
封書 電話番号

ＦＡＸ 人数

Ｅメール 参加希望コース（第３希望まで記載可）

希望集合場所

全てを

記載し

いずれか

の方法で
10月18日（金）必着⇒ ⇒

 

※各コースとも、
陸前高田市内に 
９月２２日に 
オープンした 
東日本大震災津波
伝承館 
（いわて TSUNAMI 
 メモリアル）や 
道の駅高田松原の
ある 
「高田松原津波 
 復興祈念公園」を 
見学できます！ 

全コース 
貸切バスで 
移動します！ 
なお、 
釜石コース 
では一部 
貸 切 列 車 
での移動が 
あります。 

令 和 元 年 度 

裏
面
も
あ
り
ま
す
。 

希望者多数の場合は、抽選や参加コースの調整などを行う場合があります。
参加可否の結果を10月25日までに申込者全員へお知らせします。



いわて三陸復興見学会 参加申込書 

FAX0193-23-3472 

FAX 番号はお間違いのないようお願いします。 

＜ 連 絡 先 ＞ 

住 所  

氏 名  ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ  年 齢 歳 

連絡先 ※ 

  ※ 見学会当日に連絡できる電話番号（なるべく携帯電話）を記入してください。 

 

＜参加希望コース＞ 希望する順位を記入願います。希望しない（参加不可）場合は×を記入願います。 

希望順位 コース名 

   気仙コース １１月１日（金） 

   山田コース １１月９日（土） 

   釜石コース １１月１０日（日） 

 

＜ 参 加 希 望 者 ＞ 

氏 名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年 齢 
集 合 場 所 

（希望するものに○） 

  歳 盛岡・大船渡・陸前高田・釜石 

  歳 盛岡・大船渡・陸前高田・釜石 

  歳 盛岡・大船渡・陸前高田・釜石 

  歳 盛岡・大船渡・陸前高田・釜石 

  歳 盛岡・大船渡・陸前高田・釜石 

  歳 盛岡・大船渡・陸前高田・釜石 

集合場所は、大船渡と陸前高田は気仙コースのみ、釜石は釜石コースのみ選択できます。 

 

＜ 注 意 事 項 ＞ 

 ・ 参加希望者多数の場合は、抽選や参加コースの調整を行う場合があります。（参加コースの調整の際は、個々

にご連絡いたします。）その上で、参加可否の結果を 10 月 25 日までに申込者全員にお知らせいたします。 

 ・ 集合や解散の時間は予定であり、道路事情によって変動する場合があります。事前の変更があった場合には、

参加可否の通知の際に併せてお知らせします。 

 ・ お昼休みは、各コースの飲食店のあるエリアで自由行動とします。その際の飲食代金は参加者各自の負担と

します。また、必要に応じて飲み物の準備も各自でお願いいたします。 

 ・ バスや列車（いずれも貸切）による移動が長くなりますのでご留意願います。 

 

裏面 


